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3：プレキャストプレストレストコンクリート(PCaPC)造による構造計画 

1）構造計画概要 

本建物の構造種別は、鉄筋コンクリート造、プレキャストプレストレストコンクリート造、鉄骨造の中

から、ロール発注を含む鉄骨造の工期に比べて工期が短く、32.0m×16.8m の無柱大空間（研修室）実現

と天井高 3.0m 確保に有利な PCaPC 造を選択した。 

計画初期段階の構造種別の比較検討時には、PCaPC 造の場合についても東西面にコア部と同径の柱を配

置した一般的なラーメン構造として他の構造種別と比較していたが、さらに階高を低減するため ST 床板

を PCaPC 細柱で支持する計画に移行し、PCaPC 造での計画を生かした格子状の意匠を構造体で実現する

こととした。 

次に、中央のコア部を中心に十分な壁量を確保する方針に決定し、研修室のモジュールを考慮した細柱

ピッチ（＝ST 床板リブ間隔）と細柱見付幅の最小値を検討した。建築・設備計画を踏まえて細柱ピッチは

2.0m が最適と判断し、ST 合成床板のせい 950mm を目標に検討して ST 床板リブの根元の幅が 280mm 程

度必要という目算を立てた。一方、細柱は常時荷重を支持するため最小径を階高の 1/15（＝273mm）以上

とするのが望ましいと考え、ST 床板リブの根元の幅と細柱見付幅を 280mm に決定した。 

また、平面計画上研修室とコアの間は耐震壁が確保しやすく、その耐震壁を有効に水平力に抵抗させる

ため、設備計画を断面的にゾーニングして耐震壁には極力開口を設けないようにした。 

設備計画のゾーニング（環境施策図参照） 

研修室部：クール／ヒートピット → ST合成床板のダクト開口 → 屋上ハト小屋 

コア部 ：屋上の雨水排水溝   → PS内の雨水縦樋     → 雨水貯留槽（ピット） 
 

 
図3.1 構造計画概要図 



 

 

2）耐震設計 

東西面の PCaPC 細柱の地震時水平変形量を極力小さくするため、中央のコア部と南北面に十分な壁量

を確保し、両方向（桁行、張間）ともに保有水平耐力計算において Ds=0.55 に相当する必要保有水平耐力

を満足する設計方針とした。また、高強度コンクリート（Fc=50N/mm2）を使用している耐震壁の壁板が

有効に水平力に抵抗するように、周辺架構の柱梁接合部や境界梁はできるだけ余裕を持たせるようにした。

一方、フラットスラブのように ST 床板を支持する PCaPC 細柱は、既往の静的加力実験結果[1]により層間

変形角 1/100 以上の変形追従性能を有していることを

確認した。 

コア部の耐震壁は、PCaPC ラーメン架構内に周辺架

構と同強度の高流動コンクリートを現場打ちし、PCa

部材と現場打ち部はシヤーキー等による応力伝達機構

[2]とした。また、南北面の耐震壁はプレキャストコンク

リート型枠（PCF 版）を用いて木製型枠使用量を削減

するとともに、その素材感を意匠に生かしている。 

研修室部の水平力を全水平力の 80～90％以上負担す

る耐震壁まで無理なく伝達するため、ST 合成床板のト

ップコン厚さは 120mm とした。 

 

3）PCaPC造を採用したことによるCO2排出量の削減効果 

本設計では、PCaPC 造による計画の付加価値の 1 つとして「地球環境配慮」を掲げた。そこで、地上部

分の構造躯体に関わる工事について、現場打ち RC 造の仮想建物と PCaPC 造の本計画建物（設計時の評

価、施工時の評価）の CO2排出量を各ステップ（使用材料の製造、運搬車両の燃料消費、現場での消費エ

ネルギー）ごとに算出し、PCaPC 造を採用したことによる建設段階の CO2 排出量の削減効果を定量的に

評価した。 

① 建物の LCA 指針[3]に基づき CO2 排出量を算出した。 

② PCaPC 造を採用したことで、木製型枠の大幅な削減、現場作業員の通勤車の削減、現場でのクレーン

の使用頻度の低減などが可能となり、

PCa 部材の輸送時に排出される CO2

を考慮しても、全体で CO2 排出量を

15.6%削減できた。 

③ 建設段階の CO2 排出量は主として使

用材料の製造に起因し、その数量が設

計時に設計数量として算出されている

ため、設計段階において建設段階の

CO2 排出量を概ね予測できることが分

かった。 
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図3.3 建設段階のCO2排出量の比較 

 
図3.2 ST床板支持部の詳細図 



 

 

4：現場施工 

1) 施工計画 

 本建物は、中央のコア部が PCaPC 架構内に現場打ち耐震壁を設ける計画となっていること、両翼（西

ウイング、東ウイング）の研修室部の ST 床板がコア部の PCaPC 大梁に支持させる計画となっていること

などから、部材架設や緊張、コンクリート打設等の順序の決定が施工計画において重要であった。 

地上部分の建方工程については、最初は 1 層 22 日程度のサイクルであったが、徐々に短縮されて上層階

では 1 層 17 日程度となった。 

2) 応力伝達を保証する重点管理項目 

 本建物の構造設計では、常時荷重時には ST 床板端

部での鉛直方向の応力伝達を、水平荷重時には ST 床

板（研修室）部の地震力の下部構造までの応力伝達を

保証することが、建物の安全性を担保する上で非常に

重要であるため、以下のことを重点管理項目とした。 

① ST 床板の反り変形量 

ST 合成床板の断面性能保証に加え、地震力を移行

する部位としてトップコン厚さ確保が重要であると

考え、全 ST 床板の反り変形量の経時変化を計測し、

最終的にトップコン天端を設計時より 10mm 高くし

て設計意図を反映した。 

② 応力集中部位の製作・施工 

・ST 床板外端の細柱立上り（浮き型枠による製作） 

・ST 床板内端の大梁受け部（大梁の製作） 

・現場打ち耐震壁と、プレキャスト部材または現場 

打ちトップコンの取合部 
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②大梁2次緊張、トップコン打設
③大梁3次緊張（赤矢印、青矢印）

①柱建方、緊張

 
図4.1 コア部の建方順序 

④細柱架設

⑤ST床板架設
⑧トップコン打設

⑥細柱緊張

⑦ST床板
緊張

⑨大梁3次緊張

 
図4.2 西ウイングの建方順序 

上部大梁の3次緊張後に
現場打ち耐震壁を施工

※東ウイングの3次緊張で1層の工程が終了

建方工程1層22日程度
（上層階では17日程度）

 

図4.3 1層分の建方工程 
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